
















































































































































































































































































































































nalservant,Chinna,andhisfavoritehorse,t e nowwh kan-
thaka.
即ち， 「かくして，精神的な闘いが， 29才になり，一子ラーフラが生れ
る迄王子の心に続いた。この子供の出生は，王子に決断をさせる事になっ
（182）
た様である。なぜなら，彼は其の時，宮殿を出て，出家の生活の中に，彼
の精神的不安の解決をさがそうと決心した。此の計画を或る夜彼は実行し
た，そして，下僕であり，御者のチヤンナを伴い，白い愛馬カンタカにの
り，宮殿を出て行った。」
以上二つの文の表現方法を比較しながら，その要点を述べて見ると，次
の様になる。E.Cによると，王子は三回の遊覧旅行をするのであるが，
第一回の旅行では，王が王子に心配させまいとして，種々配慮したので，
実際の有様を見る事が出来なかった。そこで，天上の神冷は，世の中の真
の姿を見せようとして，老齢の幻影をつくり，王子に示した。御者も王子
に老齢について，説明したので，王は敏感に此の意味を理解した，そして
不安で一杯になり，宮殿に帰った。
第二回目の旅行では，同じ神なは，病気の人間をつくり王子に示した。
王子はその為心配し，世の中が，病気の存威の下にあるのに，平気で居る
事を憂えながら，宮殿に帰った。
第三回目の旅行では，同じ神々は，人の死体を王子に示した．御者がそ
の意味を説明すると， 王子は勇気が有ったけれども，心配で一杯になっ
た。人々は，死への道を旅しているのにかかわらず，気楽でおる事を憂い
ながら，宮殿に帰った。
以上上三回の旅行での体験が，基となり，宮殿の生活に満足出来ず，考
えた末，宮殿を出る事になる。と，述べてある。
次に, T､O.Bによると，次の様になる。
彼が悟りを開く事に目ざめる基は，母を早く失った事によるのであり，
その為，生物に対して，非常に愛情をいだくのである。或る日，父と一緒
に散歩に出て，鳥が小虫を口にくわえて，飛び去るのを見て，非常に心を
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痛め，世の無常を感ずる。
，0年間に及ぶ宮殿での，平和な生活に於ても，王子は常に，人生の真の
意味を理解しようと努めた．病気や，死や若さや，健康について沈思し，
その無常さを感ずる様になる。そして，人生に於て，救いを求める方法に
正しい方法と，間違った方法と，二通りあるとする。間違った方法とは，
病気，死，老齢と云った無常なものの中に，救いを求める事であり，正し
い方法とは，病気，死，老齢の本質を認めて，其れ等を超えるもの，人間
の苦悩を離れるものの中に，救いを求める事であるとする。そして，宮殿
の生活は，間違った方法で，救いを求めている事であると，考えて，宮殿
を出る事になる。
以上二文の表現上の要点を述べたのであるが, E.Cでは三回の遊覧旅
行の体験が，悟りへの道を求める様になる基になっている， と述べてある
が,T.O.Bによると，上の事は述べられてなく，早く母を失った事から
生ずる，感じ易い．生物に対する同情心の強い素質が基となり，宮殿の生
活の中で，人生について，種を悩み，考え,ついに家を出る事になる。と,
述べてある。
以上E.CとT.O.Bの二つの英文の中で，その一部である釈尊の出生
と，悟りを開く迄に至る目ざめについて，その表現方法を比較し，概略を
述べた次第がある。
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